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　　　　　  司　会　  統括コーディネーター　髙橋 和久
　　　　　　　　　　　 （順天堂大学大学院　医学研究科 呼吸器内科学  教授）

1. 開会挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 13：00～13：10　　　　 1 0分
　　　　　  統括責任者　  順天堂大学  学長  新井 一

２． 事業概要説明　　　　　　　　  　　　　　 　 13：10～14：40　　　　 9 0分
　　  全体事業概要説明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　
　　　　　  事業推進責任者　  順天堂大学大学院　医学研究科長  代田 浩之
　　  ① 教育分野　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　  鳥取大学医学部附属病院　がんセンター　教授　辻谷 俊一
　　　　　  明治薬科大学　副学長／薬物治療学　教授　越前 宏俊
　　  ② 地域分野　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　  島根大学医学部 内科学講座 呼吸器・臨床腫瘍学　教授　礒部 威
　　　　　  岩手医科大学　緩和医療学科　教授　木村 祐輔
　　  ③ 研究分野　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
　　　　　  東京理科大学　薬学部 生命創薬科学科　教授　早川 洋一
　　　　　  立教大学　理学研究科 物理学専攻　特任准教授　洞口 拓磨
　　  ④ 国際分野　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　  順天堂大学大学院　医学研究科 臨床腫瘍学　教授　加藤 俊介

３． 外部評価委員からの質問　　　　　　　　  　   14：40～15：15　　　　 3 5分
　　　　　  ～ 質疑応答 ～

　　　　　  休憩　　　　　　　　　　　　　　　　　　   15：15～15：30　　　　 1 5分

４． 外部評価委員による講評　　　　 　　　　　   15：30～15：50　　　　 2 0分

５． 閉会挨拶　　　　　　　　　　  　　　　　     15：50～16：00　　　　 1 0分
　　　　　  順天堂大学大学院　医学研究科 分子病理病態学　教授　樋野 興夫

15分

20分

20分

20分

15分

日　時　 ：   平成28年11月10日（木） 13：00～16：00
場　所　 ：   順天堂大学　本郷・お茶の水キャンパス センチュリータワー北4階405
評価委員 ：   委員長　　馬場 英司 （九州大学大学院医学研究院　九州連携臨床腫瘍学講座　教授）
　　　　　 委　員　　足利 幸乃 （公益社団法人 日本看護協会 神戸研修センター長・教育研修部長）
　　　　　 委　員　　鈴木 美穂 （日本テレビ放送網株式会社 報道局社会部　厚生労働省担当）

ＩＣＴと人で繋ぐがん医療維新プラン H28年度外部評価委員会ＩＣＴと人で繋ぐがん医療維新プラン H28年度外部評価委員会
がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン

開催概要

プログラム

　がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン～ICTと人で繋ぐがん医療維新プラン～では、これまでの事業活
動を振り返り、また今後の活動の重要な指針とするため、外部評価委員会を受審することといたしました。
評価の受審にあたっては、まず自己点検表を作成し、事前配布資料として評価委員に呈示いたします。次に、
主幹大学の順天堂大学にて審査会を開催し、事業内容・活動内容を説明して評価をいただく予定としています。
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がん分野におけるゲノム医療実現に向けた取り組み
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開会の辞　　　　　　  髙橋 和久　順天堂大学大学院医学研究科　呼吸器内科学　教授

　講 演　 クリニカルシークエンス　MSK-IMPACT の取り組み

　  演　者

    Marc Ladanyi M.D.　スローン・ケタリング記念がんセンター　分子腫瘍学　教授

　  司　会

　 加藤 俊介　　順天堂大学大学院医学研究科 臨床腫瘍学　教授
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クリニカルシークエンスが拓くがん医療の個別化の将来像と必要な社会的基盤整備
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　 Marc Ladanyi M.D.　スローン・ケタリング記念がんセンター　分子腫瘍学　教授
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　 （当日の直接参加も可能です。）
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国際共同研究国際共同研究

肺がん国際共同研究 Kick-off Meeting 報告
Division of Medical Oncology, Ramathibodi Hospital, Mahidol University
肺がん国際共同研究 Kick-off Meeting 報告
Division of Medical Oncology, Ramathibodi Hospital, Mahidol University

順天堂大学  医学研究科　呼吸器内科学 　　　  　 教授　髙橋 和久
  先導的がん医療開発研究センター     　 助教　今井 美沙

　平成28年3月23日、がんプロフェッショナル
養成基盤推進プランにおける国際共同研究を推
進するため肺がん国際研究シンポジウムに登壇
いただいた Thanyanan Reungwetwattana 
先生が所属されているDivision of Medical 
Oncology, Ramathibodi Hospital, Mahidol 
University, Thailandを訪問し、共同研究およ
び人材交流を含めた今後の国際交流の方向性に
ついて話し合いを行いました。
　ミーティングは Medical Oncology Unit にて行われ、日本側のプロトコールコンセプト「日本とタイにおける
EGFR遺伝子変異陽性進行非小細胞肺癌患者の治療実態に関する観察研究」の説明、Ramathibodi Hospital 
Oncology team からの質疑応答に引き続き、プロトコールコンセプトについての意見交換が行われました。そ
の結果、日本側のプロトコールコンセプトをもとにRamathibodi Hospital Oncology team内での話し合いが
行われ、平成28年5月頃にタイと順天堂大学・岩手医科大学・島根大学・鳥取大学を結んだTV会議を行い、議論
を深める予定となりました。ミーティングの最後には国際交流に関する話し合いも行われ、人的交流も含め、

Division of Medical Oncology, Mahidol University
とさらなる交流を行っていくことを約束いたしました。

Medical Oncology Unitにて記念撮影
Dr. Ekaphop Sirachainan（Na先生の上司の先生）&  Dr.Thanyanan Reungwetwattana 

順天堂大学 
先導的がん医療開発研究センター
Leading center for the development and research of cancer medicine
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順天堂大学センチュリータワーにて開催しました

順天堂大学  医学研究科　乳腺・内分泌外科学
              　　   　　 教授　齊藤 光江
　2 016年 2月2 7・2 8日と通算で9回目のがんプロ臨床研究合宿が
開催された。多職種広域エリア（岩手、鳥取、島根、東京、医学部、
薬学部、看護学部、理工学部（統計学・物理学））から、総勢7 0名ほ
どの参加者があり、研修生もチューターも4つのグループに分かれ
て、今回のテーマである①抗癌治療の副作用データベースを構築
する、②医療者の地域偏在を解消する、のいずれかをグループご
とに話し合って選択してもらい、二日目の朝からのプレゼンテーションに備えるという実習を行った。全てのグループ
ワークが大きな一つの教室で行われるとはいえ、グループ間交流は食事のときくらいであり、他はグループ内で活発な議
論を展開、結局①：②が２：２と取り組む課題がいいあんばいにばらけ、しかもその後のグループワークで、見事に

それぞれが異なる方向に結論と将来展望を導き出した。グループダイナミックスの面白
さである。全チューターも繰り返し集まっては、現状報告と問題点共有、そして介入の
し方をディスカッションで決めていくというこの合宿伝統の流儀で、老若男女、経験者・
初体験者の別を問わず、組織の不思議な力学に翻弄されたり抗ったりしながら、全ての
参加者がどこかでリーダーシップを発揮し、コミュニケーションスキルを高め、evidence 
based medicineを意識し、医療のエンドユーザーである患者を中心に考えるというチー
ム医療の４つの大切なエッセンスを身をもって学ぶ機会となった。そして最後は達成感
で実によい笑顔。若者たちがここでの学びで社会を動かしていく日を楽しみにしてい
る。

臨床研究研修会（合宿）　報告
2/27（土）～ 28（日） at順天堂大学
臨床研究研修会（合宿）　報告
2/27（土）～ 28（日） at順天堂大学

平成28年
度
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立教大学  理学研究科物理学専攻　 　特任准教授　洞口 拓磨立教大学  理学研究科物理学専攻　 　特任准教授　洞口 拓磨

立教小学校  がん教育授業について

　立教大学では、去る3月15日立教小学校において「親子で学ぶがん教育」と題したがん教育授業を、順天
堂大学樋野興夫教授を講師としてお招きし、開催致しました。
　わが国では国民の2人に1人はがんに罹患し、3人に1人はがんで亡くなる現状において、がん対策推進基
本計画の中でも、がんの教育・普及啓発が喫緊の目標として掲げられています。また、我々が取り組むがん
プロフェッショナル養成基盤推進プランにおいても、社会に対する「開かれたがんプロ」の一環として、がん
教育は非常に重要な位置づけにあります。
　本学では、立教学院内に小学校及び中高一貫校二校を要し、がん教育授業へ向けての実施環境に恵まれて
いたこと、更にがんプロ連携校内での取り組みの中でがん教育に対する実施基盤が整いつつあったことが後
押しとなり、本学院内での提案を経て、まずは小学校での授業実施に至りました。
　立教小学校では、全国的にも先進的な保健体育教育への取り組みを行っており、今回の授業を実施するに
あたり、「“がん”を通して“命の大切さ”を子どもたちに伝えて欲しい」とのメッセージを頂きました。授業
は、タイトルの通り保護者参観の形で5年生3クラスを対象に、同じ内容を1クラスずつ計3回行いました。
この授業で特筆すべきことは、樋野先生の素晴らしい講義もさることながら、小学生の純粋で聡明な理解力
と、日中にも拘わらず授業に駆けつけてくださった熱心な保護者の方々の多さでした。そのことは、授業後
に拝見した紙面をびっしりと埋められた小学生達の授業メモと、保護者アンケートの中の感謝の言葉に滲み
出ていたことは言うまでもありません。今回のがん教育の提案・開催を通して、逆にがん教育への関心の高
さと重要性を改めて認識させられた次第です。
　今回、講師を引き受けて頂いた樋野興夫教授に改めて感謝申し上げます。また、ご協力頂きました順天堂大
学先導的がん医療開発研究センター及び立教小学校の教員の皆様方には心より御礼申し上げますとともに、
今後の私たちの活動にもご興味、参画頂けますようお願い申し上げます。

3/15
（火）
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今後のスケジュール

編　集　順天堂大学大学院がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン　広報委員会
発　行　順天堂大学大学院がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン

順天堂大学先導的がん医療開発研究センター
順天堂大学がん生涯教育センター
〒113-8421 東京都文京区本郷2-1-1   http://ganpro-ict-plan.jp/index.html

今後のスケジュール

編集後記

今後のスケジュール
がんプロ国際シンポジウム (順天堂大学)
「がん分野におけるゲノム医療実現に向けた取り組み～クリニカルシークエンスがもたらすがん医療の将来像と問題点～」
演者：Chair in Molecular Oncology, Memorial Sloan-Kettering Cancer Center　 Marc Ladanyi, M.D.
2016年7月15日（金）17：00～19：00　順天堂大学センチュリータワー北405教室　ICT接続により連携大学に配信

セミナー (順天堂大学) 高校生セミナー「顕微鏡の世界－正常細胞とがん細胞の違い－」
講師：順天堂大学医学部　病理・腫瘍学　佐伯 晴美 助教　他
2016年7月16日（土）9：30～16：00　順天堂大学センチュリータワー地下1階　形態系実習室

ICT特別講義 (鳥取大学)
講師：Dr. Maria Zajac-Kaye, Associate Professor, Department of Anatomy and 
        Cell Biology College of Medicine, University of Florida　他
2016年7月20日（水）16：00～18：00　鳥取大学医学部附属病院2Fがんセンターキャンサーボード　ICT接続により連携大学に配信

セミナー (島根大学)「緩和ケアとは？」
話し手：島根大学医学部　緩和ケア講座　中谷 俊彦 教授
2016年7月21日（木）18：30～19：30　島根大学医学部医学部附属病院外来中央診療棟3階　だんだん

がんプロ研究シンポジウム (東京理科大学)「がん治療における標的探索から臨床まで」
講師：東京理科大学　薬学部　秋本 和憲 准教授　他
2016年7月30日（土）13：30～17：00　東京理科大学葛飾キャンパス図書館ホール

報 告報 告報 告
● 立教小学校がん教育授業 (立教小学校)
　  講師：順天堂大学大学院医学研究科　樋野 興夫 教授　2016年3月15日（火）4・5・6校時

● セミナー (島根大学)「出雲肺がんセミナー」
　  講師：島根大学医学部内科学講座　呼吸器・臨床腫瘍学　礒部 威 教授　2016年3月16日（水）19：00～20：15

● セミナー (島根大学)「副作用とその対策②－吐き気・脱毛など－、海外医療機関研修報告」
　  話し手：島根大学医学部内科学講座　呼吸器・臨床腫瘍学　礒部 威 教授　2016年4月28日（木）18：30～19：30

● セミナー (鳥取大学)「鳥取大学医学部附属病院がんセミナー」
　  演者：鳥取大学医学部附属病院　がんセンター　大山 賢治 先生　他　2016年4月28日（木）18：15～20：00

● セミナー「本邦における臨床研究の現状と展望」
　  講師：東北大学病院臨床研究推進センター特任教授・東北医科薬科大学医学部　産婦人科教室　渡部 洋 教授
　  2016年5月17日（火）18：00～19：00 

● セミナー (島根大学)「放射線治療の最新事情」
　  話し手：島根大学医学部　放射線腫瘍学　猪俣 泰典 教授　2016年5月19日（木）18：30～19：30

● 連携ICT特別講義 (明治薬科大学)「Hematology / Oncology Clinical Pharmacy Practice in the USA」
　  講師：Meagan Spencer Barbee, PharmD　2016年6月1日（水）18：30～20：00  I CT接続により連携大学に配信

● セミナー (鳥取大学)「鳥取大学医学部附属病院がんセミナー」
　  演者：鳥取大学医学部附属病院　第一外科　齋藤 博昭 先生　他　2016年6月2日（木）18：15～20：00

● がんプロ研究シンポジウム (立教大学)「医学・理学・薬学連携で繋ぐがん医療研究の推進を目指して」
　  講師：明治薬科大学薬学部　庄司 優 教授　他　2016年6月11日（土）13：00～16：20  I CT接続により連携大学に配信

　『南原繁シンポジウム～南原繁先生に学ぶ～』（主催：南原繁研究会、大中三高会　共催：東かがわ市、東かがわ市教育
委員会　後援：赤澤記念財団、香川県、香川県教育委員会、四国新聞社）に赴いた。会場は、満員であった。筆者は、『今ふ
たたび南原繁～よき師・よき友・よく読書～』を語った。順天堂大学 保健看護学部（三島キャンパス）での学生の講義『がん
病理学』の機会が与えられた。質問および、授業後の全員のレポートを拝読して、真摯な感想文には、大いに感動した。ま
さに、『教育とは、すべてのものを、忘れたあとに、のこるもの』（南原繁）の言葉が明確に甦った。アメリカで流行してい
る『Facebook症候群』は、やがて日本国でも蔓延することであろう。「その予防・治療の発症前」の対策が、『がん教育の真
髄』となる時代的予感がする。
　恵泉女学園（新渡戸稲造を師とする河井道 創立）の高校生の授業『がん教育』の機会が与えられた。『武士道：第14章 婦
人の教育および地位』（新渡戸稲造 著・矢内原忠雄 訳）は、まさに、「差異と不平等との区別」の重要な学びの時であった。

下記のとおり大盛況のうちに終了いたしました。ありがとうございました。

編集長・広報委員長 樋野 興夫

詳細はHPに随時掲載します
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「がん分野におけるゲノム医療　　　　　　　　　
　実現に向けた取り組み」

 ～クリニカルシークエンスがもたらすがん医療の将来像と問題点～

「がん分野におけるゲノム医療　　　　　　　　　
   実現に向けた取り組み」

 ～クリニカルシークエンスがもたらすがん医療の将来像と問題点～

　7月15日、順天堂大学において「がん分野におけるゲノム医療実現に向けた取り組み～クリニカルシークエンスが
もたらすがん医療の将来像と問題点～」と題した国際シンポジウムを行いました。昨年米国オバマ大統領が行った一
般教書演説において科学技術に関する施策としてprecision medicine initiativeが取り上げられ、ゲノム情報に基
づくより詳細な個別化医療への取り組みが注目されつつあります。日本においても、健康・医療戦略及び医療分野研
究開発推進計画を踏まえ、ゲノム医療を実現するために「ゲノム医療実現推進協議会」が設立されましたが、その普及
のためには、社会基盤整備、個人情報保護や二次的所見の取り扱いなどの倫理的課題など、解決すべき事項は山積み
となっています。今回のシンポジウムでは、米国Memorial Sloan Kettering Cancer CenterのMark Ladarnyi
先生をお呼びし、同施設で行われているクリニカルシークエンス（MSK-IMPACT）の実績をご紹介いただきました。
引き続き、臨床検査部の田部陽子先生、人体病理の林大
久生先生を司会に、Ladarnyi先生、呼吸器内科の高橋史
行先生、日米の認定遺伝カウンセラー資格を持っている
FMC東京クリニックの田村智英子先生、医薬品医療機器
総合機構の宮本大誠先生にパネラーとなっていただき、
我が国にクリニカルシークエンスを導入された際の展望
や問題点について討論が行われました。シンポジウムは
2時間の予定を超過して終了し、参加者の今後の医療への
期待の大きさを強く感じました。

順天堂大学大学院医学研究科　臨床腫瘍学　教授　加藤 俊介

　　　　　

がんプロ国際シンポジウム

7/15（金）
開催 
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順天堂大学大学院医学研究科　臨床病態検査医学　先任准教授　田部 陽子

順天堂大学大学院医学研究科　
　 人体病理病態学　准教授　林 大久生
「国際シンポジウムについて」
　平成28年7月15日、順天堂大学がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン
主催で国際シンポジウム「がん分野におけるゲノム医療実現に向けた取り組
み～クリニカルシークエンスがもたらすがん医療の将来像と問題点」が開催
され、ICT接続により連携大学にも配信されました。当日はニューヨークの
Memorial Sloan Kettering Cancer CenterよりMarc Ladanyi先生をお招
きし、癌関連遺伝子を網羅的に解析する MSK-IMPACT検査10,000例の臨
床データに関しご講演を頂いた後、Marc Ladanyi先生、当院呼吸器内科の
高橋史行先生、日米遺伝カウンセラーの田村智英子先生、医薬品医療機器総
合機構の宮本大誠先生をパネリストに迎え、クリニカルシーケンスをテーマに
パネルディスカッションを行い活発な議論が交わされました。日本でもクリニ
カルシーケンケンスが癌医療の個別化を促進していくと考えられますが、二次
的所見の取り扱いや検査導入に必要な社会的基盤整備等、早急に解決すべき
問題点を参加者全員が共有でき、極めて有益なシンポジウムとなりました。

　去る7月15日、ICTで連携大学を結び、国際シンポジウム「がん分野におけ
るゲノム医療実現に向けた取り組み～クリニカルシークエンスがもたらすが
ん医療の将来像と問題点～」を開催しました。本シンポジウムでは、順天堂
医院が日本で初めて日常診療に取り入れた世界最先端のクリニカルシーケン
スシステム「MSK-IMPACT」について、これを主導するMarc Ladanyi教授
（米国Memorial Sloan Ketteringがんセンター）に講演いただきました。
続いて行われたパネルディスカッションでは、Ladanyi教授のほか、臨床医の
立場から順天堂医院呼吸器内科の高橋史行医師、カウンセラーの立場から
田村智英子 胎児クリニック東京医療情報・遺伝カウンセリング室長、行政の
立場から宮本大誠 医薬品医療機器総合機構 体外診断薬審査室長という立場
の異なるパネリストにより、がん医療におけるクリニカルシークエンスの可能
性と課題についての討論が行われました。クリニカルシーケンスががん治療
に役立つだけでなく、広く医学研究に活用できるという期待とともに、検査の
品質管理や結果解釈、二次的所見の取り扱いやカウンセリングの充実など、今
後の課題についても活発な議論がなされ、クリニカルシーケンスを日常診療に
導入する上での具体的な課題を共有することができました。

「がん分野におけるゲノム医療実現に向けた取り組み」「がん分野におけるゲノム医療実現に向けた取り組み」

がんプロ国際シンポジウム
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明治薬科大学　薬物体内動態学 PD　井上 裕貴

立教大学　理学部物理学科　教授　小泉 哲夫

平成28年度　連携7大学FD研修会  報告

9/3（土）4（日）開催

　私は今回のFD研修で教育グループに参加し、がん医療教育の成果と課題、今後の展望について討論を行
いました。社会に貢献できるがん教育とは何か、ということを考えさせられる討論となりました。また教
育分野の達成目標であるがん医療教育の充実は、いくつか課題は残っているものの概ね達成できていると
感じました。全体を通して、7大学が連携し問題の解決にあたることで難しい問題も乗り越えられることを
実感できた研修会となりました。

　9月3・4日に開催されたFD研修会に参加しました。今回は最終年度を迎えた本事業の総括を行い、11月
に行われる外部評価委員会で使用するスライド作成を目指すというものでした。このために教育分野、地
域分野、研究分野、国際化分野の４つのワーキンググループを作り、それぞれのテーマについて事業成果を
まとめる作業を行いました。私は教育分野のグループに参加させていただきました。普段は理学部物理学
科に所属しているので、医学教育・がん教育からは少し離れた立場にいるのですが、今回のグループワーク
を通して本事業で様々な成果が上がっていることが実感できました。特に本事業の主題である、医薬理の
連携・都市と地方の連携については、それぞれの違いを認識しつつ、共通の課題に対処することがICTを
活用することでかなりできていると感じました。初日はグループワークの中間報告までで、その後、私は
連携7大学運営連絡会（およびその後の交流会ーこれがまた楽しい会でした）に参加したので、発表スライ
ドの完成には寄与できませんでしたが、2日目の全体発表会では各グループとも完成度が随分と高くなって
いたので少し驚きました。今後、外部評価、最終報告とまとめ上げ、がんプロ第3期につながることを期待
します。

総括総括

教育分野教育分野
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順天堂大学　先導的がん医療開発研究センターPD
                   臨床検査医学　関原 和正
　昨夏盛岡で開催されたFD研修会に続き、参加させて頂きました。「教育」、「地域」、「研究」、「国際
化」の4グループに分かれ、中間評価で指摘された課題および今後の取り組みについて、非常に活発な議
論が行われました。特にがんプロを通した山陰・東北における取り組みは非常に素晴らしいもので、大
変感銘を受けました。さらに夜には高橋先生のご配慮で、意見交換会にて素晴らしい交流が出来ました。
これからのがんプロの活動にたいへん有意義な合宿だったと思います。ありがとうございました。

順天堂大学　先導的がん医療開発研究センター研究支援者
                   下部消化管外科　非常勤助教　深谷 緑

順天堂大学　臨床腫瘍学　大学院博士課程1年　清水 麗子

　私は今年度下部消化管外科に採用していただき、がん研究に着手したばかり。今回の研修は「連携」を
多彩なメンバーとのグループワークの中で実感し、がんプロの全体像を学ばせていただく得難い機会とな
りました。
　グループワークでは、がんプロの活動は多くの画期的研究を生んできたものの、この成果が、実は外部
には伝わりにくいことが明らかになってきました。活発に意見を出しあった結果、このギャップを埋め
るには、大学間・分野間などの連携、ICT活用・循環型といった定性な評価基準を付して特長を可視化す
ること、また個々の研究課題を、各大学からだけでなく「がんプロ」としての統合的Webサイトから発信
するなどの案が生成しました。さらに濃密な全体発表・総合討論も私にはexcitingなものでした。
　異分野（生物学）での長い経験を活かしつつ、がん研究に微力を尽くしたいと改めて思いました。今後
共どうぞよろしくお願い申し上げます。

　今回の連携FD研修会は、がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン第2期、約4年半の総括の意味合
いもある研修会でした。国際化分野では今までの成果として、がんプロが主体となって行ってきた海外研
修やシンポジウム、海外からの講師の招請、またそれらから得られたものの社会への還元などが上がり、
その活動が多岐に渡るものだということが実感される話し合いになりました。それと同時に今まで行っ
てきたことを、継続発展させていく取り組みが期待される分野であると感じました。

地域連携分野地域連携分野

研究分野研究分野

国際化分野国際化分野
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顕微鏡の世界 －正常細胞とがん細胞の違い－
～顕微鏡で観る細胞の世界、一緒に覗いてみませんか～

順天堂大学　病理・腫瘍学講座　助教　佐伯 春美
　平成28年7月16日（土）に第１回高校生セミナーが順天堂大学お茶の水キャンパス センチュリータ
ワー地下1階形態系実習室にて開催されました。都内・東京近郊の中学校、高等学校から多数の参加
希望を頂き、当日は約80名程度の中学生・高校生が参加しました。本セミナーは「がん教育」の一環
として、がんプロフェッショナル養成基盤推進プランの後援を頂いております。病理・腫瘍学講座の
樋野興夫教授による開会の挨拶、「がん教育」のお話しから始まり、順天堂大学練馬病院 病理診断科
の小倉加奈子先生、順天堂大学浦安病院 病理診断科の橋爪
茜先生、佐伯で、「がん」はどのような病気か、顕微鏡でが
ん細胞はどのようにみえるのか、診断をする際のプロセス
を午前中に講義を行いました。午後は、当講座スタッフ、附
属病院病理医の指導のもと、病理標本実習を行いました。
グループ毎に10種類の病理組織標本を顕微鏡で観察し、そ
れぞれについて診断をしてもらう実習であり、中学生には
難しい部分もあったかと思いますが、グループ内で意見を出し合い、まとめ、協力して診断をしてい
る姿も見られ、参加者の積極性を感じました。通常では中学校や高等学校ではみることがないがん細
胞を、実際に顕微鏡で観察し、診断を自分で考えてみることは貴重な経験となったことでしょう。総括
では腫瘍内科学講座の加藤俊介教授に分子生物学も含むお話しを頂きました。
　現在、文部科学省は「がんの教育総合支援事業」を展開しており、全国的にも青少年を対象とした

「がん教育」が行われつつありま
す。そのような中、本セミナーは
講義の他、実際に顕微鏡を覗いて
目でみてもらう実習も行い、より
実践的なセミナーとなるよう企画
しました。セミナー後のアンケー
トでは、このような実習が出来る
セミナーがもっとあって欲しいと
いった意見もあり、今後も今回の
ような実習を含むセミナーを継続
的に開催していけたらと考えてお
ります。

顕微鏡の世界 －正常細胞とがん細胞の違い－
～顕微鏡で観る細胞の世界、一緒に覗いてみませんか～

7/16（土）
開催 高校生病理セミナー
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今後のスケジュール

編　集　順天堂大学大学院がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン　広報委員会
発　行　順天堂大学大学院がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン
http://ganpro-ict-plan.jp/index.html

順天堂大学先導的がん医療開発研究センター
順天堂大学がん生涯教育センター
〒113-8421 東京都文京区本郷2-1-1

今後のスケジュール

編集後記

今後のスケジュール
がんプロ肺癌国際シンポジウム (岩手医科大学)「地域から首都圏、そしてアジアまで俯瞰する肺がん研究  2016」
講師：タイ王立マヒドン大ラマティボディ病院　医学部内科学臨床腫瘍学講座　Thanyanan Reungwetwattana 先生　他
2016年10月20日（木）15：00～17：40　岩手医科大学創立60周年記念館9階第1講義室　ICT接続により連携大学に配信予定

講演会(岩手医科大学)「頭頸部悪性腫瘍に使用される分子標的治療薬の実際－効果と副作用、臨床における役割と展望－」
講師：国立がん研究センター東病院　頭頸部内科　岡野 晋 先生　他　2016年10月28日（金）18：30～20：30　岩手医科大学創立60周年記念館9階第1講義室

ICT連携特別講義 (島根大学・鳥取大学)「がんプロによって構築された地域連携と生涯教育の将来展望」
講師：国立がん研究センター東病院　頭頸部内科　岡野 晋 先生　他　2016年11月16日（水）18：30～20：00　I CT接続により連携大学に配信

講演会(岩手医科大学)「『大腸がんの予防』～内科的・外科的治療および予防法について～」
講師：岩手医科大学　消化器内科消化管分野　川崎 啓祐 助教　他　2016年11月17日（金）16：00～18：30　岩手医科大学創立60周年記念館9階第2講義室

がんプロ市民公開シンポジウム(鳥取大学・島根大学　同日開催)「がんと上手くつきあうために」
2016年11月20日（日）時間未定　鳥取会場（国際ファミリープラザ）　島根会場（島根大学医学部附属病院みらい棟4階ギャラクシー）

ICT連携特別講義 (岩手医科大学)「（超）高齢者のがん医療の現状と課題（仮）」
講師：島根大学医学部内科学講座　呼吸器・臨床腫瘍学　礒部 威 教授　他
2016年11月22日（火）18：30～20：00　岩手医科大学創立60周年記念館9階第2講義室　ICT接続により連携大学に配信予定

市民公開講座 (鳥取大学・島根大学　同日開催)「緩和ケア講座・緩和ケアセンター市民公開講座」
2016年11月23日（水・祝）時間未定　島根大学医学部　臨床講義棟

講演会 (岩手医科大学) 腫瘍センター講演会「がんのゲノム医療実現に向けて」
講師：東京大学大学院　新領域創成科学研究科　メディカル情報生命専攻　クリニカルシークエンス分野　松田 浩一 教授
2016年11月29日（火）18：00～19：00　岩手医科大学創立60周年記念館9階第1講義室

報 告報 告報 告
● セミナー (鳥取大学)「鳥取大学医学部附属病院がんセミナー」
　 講師：鳥取大学医学部附属病院　胸部外科　村田 陽子 先生　他　2016年7月7日（木）18：15～20：00
● がんプロ国際シンポジウム(順天堂大学)
　「がん分野におけるゲノム医療実現に向けた取り組み～クリニカルシークエンスがもたらすがん医療の将来像と問題点～」
　 講師：Chair in Molecular Oncology, Memorial Sloan-Kettering Cancer Center Marc Ladanyi, M.D.   
　 2016年7月15日（金）17：00～19：00　I CT接続により連携大学に配信
● セミナー (順天堂大学) 高校生セミナー「顕微鏡の世界－正常細胞とがん細胞の違い－」
　 講師：順天堂大学医学部　病理・腫瘍学　佐伯 春美 助教　他　2016年7月16日（土）9：30～16：00
● ICT連携特別講義 (鳥取大学)「鳥取大学医学部附属病院がんセミナー」
　 講師：Dr. Maria Zajac-Kaye, Associate Professor, Department of Anatomy and Cell Biology College of Medicine, University of Florida　他
　 2016年7月20日（水）16：00～18：00　I CT接続により連携大学に配信
● セミナー (鳥取大学)「緩和ケアとは？」 話し手：島根大学医学部　緩和ケア講座　中谷 俊彦 教授　2016年7月21日（木）18：30～19：30
● セミナー (順天堂大学)「クローナル造血の臨床的意義」  
　 講師：MDアンダーソンがんセンター Assistant Professor  高橋 康一 先生　2016年7月26日（火）16：00～17：30
● がんプロ研究シンポジウム (東京理科大学)「がん治療における標的探索から臨床まで」
　 講師：東京理科大学　薬学部　秋本 和憲 准教授　他　2016年7月30日（土）13：30～17：00
● セミナー (鳥取大学)「鳥取大学医学部附属病院がんセミナー」
　 講師：鳥取大学医学部附属病院　耳鼻咽喉科　藤原 和憲 先生　他　2016年8月4日（木）18：15～20：00
● セミナー (岩手医科大学) 臨床研究セミナー「臨床研究プロトコールの作り方　初心者、中級者を対象に」
　 講師：国立がん研究センター中央病院日本臨床腫瘍研究グループデータセンター長　福田 治彦 先生　2016年9月2日（金）17：00～20：00
● 市民公開講座 (岩手医科大学)「知っ得、なっ得、乳がんの“いろは”」
　 講師：岩手医科大学　外科学講座　小松 英明 助教　2016年9月10日（土）11：00～14：55（二部制）
● ICT連携特別講義 (東京理科大学・明治薬科大学)「がんチーム医療における薬剤師」
　 講師：千葉県こども病院薬剤部　浅子 恵利 部長　2016年9月13日（火）18：30～20：00　I CT接続により連携大学に配信
● がんプロ地域シンポジウム (岩手医科大学)「『地域連携における在宅がん医療』－がん緩和医療を中心に地域での取り組みを考える－」
　 講師：岩手医科大学　緩和医療学科　木村 祐輔 教授　他　2016年9月21日（水）18：30～20：00　I CT接続により連携大学に配信

「高校生セミナー：顕微鏡の世界～正常細胞とがん細胞の違い～」で、10校から参加された生徒の『真摯な魂と輝く眼』には、
大いに感動した。文京区教育委員会教育センター主催 平成28年度文京区立小学校教員対象講習会『小学校段階で必要ながん
教育の在り方を考える』では、筆者は講演「『がん教育』～課題と展望～」の機会が与えられた。今後、『がん教育』は、全国の
教育委員会でも、展開される予感がする。『がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン ＩＣＴと人で繋ぐがん医療維新プラン 
平成28年度 連携ＦＤ研修会』に、参加した。作業部会「教育分野」・「地域分野」・「研究分野」・「国際化分野」の全体発表・総
合討論は、「がん教育」・「多種間のチーム医療」・「地域医療連携システム」の、大いなる学びの時であった。

下記のとおり大盛況のうちに終了いたしました。ありがとうございました。

編集長・広報委員長 樋野 興夫

詳細はHPに随時掲載します
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肺がん国際シンポジウム
地域から首都圏、そしてアジアまで俯瞰する肺がん研究 2016
肺がん国際シンポジウム
地域から首都圏、そしてアジアまで俯瞰する肺がん研究 2016

岩手医科大学  内科学講座呼吸器・アレルギー・膠原病内科分野　教授　山内 広平
各大学（岩手医科大学、島根大学、鳥取大学、順天堂大学）の若手医師による研究発表について、各大学間に加えて、タイ：マ
ヒドン大学の医師を交えて活発な討議があり、肺癌治療及び研究を行なっている若手医師に対する刺激と励みになったと
考えられる。特別講演では、米国MDアンダーソンがんセンターの森川直人博士、及びタイ、マヒドン大学Thanyanan 
Reungwetwattana博士より最新の肺癌治療及び研究が示され、世界及びアジアの視点での肺癌治療の問題点について理
解が深められた。今後の日本とタイの共同研究の成果に期待が持たれる。

島根大学  医学部内科学講座呼吸器・臨床腫瘍学　助教　沖本 民生
去る平成28年10月20日、岩手医科大学で肺癌国際シンポジウムが開催されました。まず、各大学から現在行っている臨床
研究に関する発表が行われ、その後に国際共同研究に関するディスカッションが行われました。シンポジウムはICT接続
により国内の連携大学に加え、タイのマヒドン大学にも配信され双方向の討議が行われました。予定時間を大幅に超過し
ても議論は続き、国際共同研究に対する期待・熱意が感じられました。

鳥取大学  医学部附属病院　第三内科診療科群　助教　武田 賢一
肺がんの研究は多岐にわたり、ハイボリュームセンターを中心にした多施設共同大規模臨床試験から、一般診療の中から新
たな気づきを拾い上げ、確かめる個別の臨床研究まであります。今回我々の演題はその後者に当たるものです。研究はまだ
始まったばかりで、十分なデータをお示しできませんでしたが、発表の機会を与えていただき、多くの先生に貴重なご意見
をいただきましたことに感謝申し上げます。

順天堂大学  医学部内科学教室・呼吸器内科学講座　助教　高 遼
前半は参加各施設における肺癌に関する研究成果についての発表
の他、森川直人先生からはMD Anderson Cancer Centerでの
研究報告、Thanynan Reungwetwattana先生からはアジアに
おける肺癌治療に関するレクチャーを頂きました。後半は日本
とタイの共同研究「日本とタイにおけるEGFR遺伝子変異陽性
肺癌患者の治療実態に関する観察研究」の実施に向けての議論
を行い、近日中に開始できる見込みとなりました。

岩手医科大学岩手医科大学

順天堂大学 
先導的がん医療開発研究センター
Leading center for the development and research of cancer medicine
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大阪大学　大学院医学系研究科　臨床統計疫学寄附講座
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寄附講座准教授　山本 紘司

第5回 臨床研究研修合宿第5回 臨床研究研修合宿第5回 臨床研究研修合宿 10/29（土）、30（日） @ 順天堂大学

2016年10月29・30日にがんプロ臨床研究合宿が順天堂大学にて開催された。「生物統計家とともに実現可能な本格的臨床
研究プロトコールを作成しよう！」というテーマのもと、研修生・チューターあわせて約60名の参加者があった。研修生も
チューターも4つのグループに分かれ、2つのクリニカルクエスチョン（①化学療法中は生ものを避けなくてはならないとい
うのは本当か？②腋窩郭清をした側の上肢に静脈注射をしてはいけないというのは本当か？）のうち1つを選び、それに答
えるための臨床研究計画を立案するという実習を行った。今回は初めて各グループに生物統計家のチューターを1名配置し
た。研修生と同様に、チューターも何回も集まってはミーティングを行い、よりよい方向に導くためにはどのような介入を
行えばよいか話し合った。こうして研修生もチューターも1つになり、最終的には各グループともすばらしい研究計画が発
表された。このような経験はなかなかできるものではなく、参加者の将来に活かされる日が来ることを願っている。

岩手医科大学  外来化学療法室　
　　　　　　　　　主任看護師　澁谷 幸子
10月29日・30日に開催された「第５回臨床研究研修会」に参加させて頂き
ました。日頃の疑問から、「化学療法中は生ものを避けなくてはいけないと
いうのは本当か？」の課題で、「生ものって、やっぱり寿司と刺身だよね。」と
いう意見も全員が一致し、ユニークな展開となりました。分からないことは
立ち止まり、納得できるように説明を繰り返し、笑いも絶えない状況でのグ
ループワークでした。心の暖かいメンバーに恵まれ、楽しい２日間の研修で
した。

東京理科大学  大学院薬学研究科　
　　　　　  薬科学専攻修士課程　1年　泉 祐毅
今回の臨床研究研修会では、実現可能な本格的臨床研究プ
ロトコールの作成というテーマで行われ、他職種の方々と
の盛んなディスカッションがとても印象的でした。特に患
者さんの立場から臨床研究をデザインすることのむずか
しさや重要性を強く感じる内容でした。また専門知識や
価値観の異なる様々な職種の方々との交流は大変刺激的
であり、他職種コミュニケーションの重要性も実感できた
ため、大変有意義な研修会となりました。

生物統計家とともに実現可能な本格的臨床研究プロトコールを作成しよう！
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NASA宇宙飛行士と
の

順天堂大学　大学院医学研究科　小児思春期発達・病態学
教授　清水 俊明

順天堂大学　大学院医学研究科　小児思春期発達・病態学
教授　清水 俊明

　順天堂大学附属順天堂医院の小児科・思春期科には多くの小児がんの子ども達が入院しており、私達は病
気に対する治療のみならずいかにして入院生活を楽しく、子どもらしく送ってもらうかを常に考えています。
具体的には長期の入院を余儀なくされている子ども達、そしてその親御さんに対し、十分な遊びや娯楽、ある
いは学習の機会を医師、看護師、CLS、保育士、心理士、栄養士、音楽療法士そしてボランティアの皆さんと
ともにチームで提供しています。
　そんななかで先日（平成28年9月8日）、入院中の子ども達にとって夢のようなイベントが小児病棟で開催
されました。順天堂大学と包括的協力協定を結んでいるMD Andersonがんセンターとアメリカ航空宇宙局
（NASA）の共同企画により、入院中の子ども達が日本の女性で2番目のNASA宇宙飛行士として有名な山
崎直子さんやアメリカのNASA宇宙飛行士であるNicole Stottさんらと一緒に、パッチワーク宇宙服を作る
「宇宙服アートプロジェクト2016」が開催されたのです。
　このプロジェクトは、入院中の子ども達が彩色した布でパッチワーク宇宙服を作り、この宇宙服を子ども達
の夢とともにNASAの国際宇宙ステーションに届けるというものです。アメリカ最大のがんセンターであ
るMD AndersonがんセンターとNASAによって、毎年アメリカ国内で開催されていましたが、今年は国際
宇宙ステーションを共同運営する日本、ロシア、カナダ、ドイツでも国際プロジェクトが企画されました。子
ども達は山崎直子飛行士やNicole Stott飛行士と一緒にパッチワークの布に絵具で思い思いの色を塗って、
沢山の個性的な作品を作りました。
　最後に本企画を当初よりお手伝いいただいた田部陽子先生に心より御礼申し上げます。子ども達の夢を載
せた宇宙服は、来年国際宇宙ステーションに向け飛び立ち、宇宙から帰ってきた後に再び順天堂医院に戻っ
てくる予定です。

NNASA宇宙

宇宙服アートプロジェクト2016宇宙服アートプロジェクト2016
がんプロ共催企画
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今後のスケジュール

編　集　順天堂大学大学院がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン　広報委員会
発　行　順天堂大学大学院がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン

順天堂大学先導的がん医療開発研究センター
順天堂大学がん生涯教育センター
〒113-8421 東京都文京区本郷2-1-1   http://ganpro-ict-plan.jp/index.html

今後のスケジュール

編集後記

今後のスケジュール
研究を楽しむためのセミナー2016 (順天堂大学)「Understanding human disease pathogenesis using genomics approaches」
演者：Murim Choi, PhD Assistant Professor, Seoul National University
2017年1月20日（金）18：30～20：00　順天堂大学センチュリータワー北4F406教室　ICT接続により連携大学に配信

腫瘍センター講演会(岩手医科大学)「がん薬物療法の曝露対策の現状と課題」
講師：岩手医科大学　薬学部研修・教育部門主任薬剤師　佐藤 淳也 先生　他
2017年1月30日（月）18：00～19：45　岩手医科大学創立60周年記念館9階 第2講義室　ICT接続により連携大学に配信

報 告報 告報 告
● がんセミナー(鳥取大学)「NSCLにおけるラムシルマブの位置づけ」
　  講師：鳥取大学医学部付属病院　第三内科　阪本 智宏 先生　他　2016年10月6日（木）18：15～20：00

● がんプロ肺癌国際シンポジウム(岩手医科大学)「地域から首都圏、そしてアジアまで俯瞰する肺がん研究　2016」
　  講師：タイ王立マヒドン大学ラマティボディ病院　医学部内科学臨床腫瘍学講座　Thanyanan Reungwetwattana 先生　他
　  2016年10月20日（木）16：00～18：40  I CT接続により連携大学に配信

● 講演会(岩手医科大学)「病理診断」　
　  講師：東京大学大学院医学系研究科・医学部　人体病理学・病理診断学　深山 正久　2016年10月28日（金）18：00～19：00

● 講演会(岩手医科大学)「婦人科がんに対する妊孕性温存治療の現状と課題」
　  講師：慶應義塾大学医学部　産婦人科学教室　山上 亘 助教授　他　2016年11月1日（火）16：00～18：00  I CT接続により連携大学に配信 

● ICT連携特別講義(東京理科大学・順天堂大学)「日本における医薬品開発の現状と課題、 医薬品審査の観点から」
　  講師：（独）医薬品医療機器総合機構 新薬審査第五部 審査専門員　柴田 憲広先生　
　  2016年11月11日（金）18：30～20：00  I CT接続により連携大学に配信

● ICT連携特別講義(島根大学・鳥取大学)「がんプロによって構築された地域連携と生涯教育の将来展望」
　  講師：鳥取大学医学部附属病院医療スタッフ研修センター認定看護師育成支援室　深田 美香 先生
　  2016年11月16日（水）18：30～20：00  I CT接続により連携大学に配信

● 講演会(岩手医科大学)「『大腸がんの予防』～内科的・外科的治療および予防法について～」
　  講師：岩手医科大学　消化器内科消化管分野　川崎 啓祐 助教　他　2016年11月17日（木）16：00～18：30  I CT接続により連携大学に配信

● がんプロ市民公開シンポジウム(鳥取大学・島根大学　同日開催)　2016年11月20日（日）
   「がん患者を支える」 13：00～17：00　鳥取会場（国際ファミリープラザ）、
   「がんと上手くつきあうために」 13：00～16：00　島根会場（島根大学医学部附属病院みらい棟4階ギャラクシー）

● ICT連携特別講義(岩手医科大学)「高齢者のがん薬物療法の現状と課題」
　  講師：島根大学医学部内科学講座　呼吸器・臨床腫瘍学　礒部 威 教授　他　2016年11月22日（火）18：00～20：00
    I CT接続により連携大学に配信

● 市民公開講座(鳥取大学・島根大学　同日開催)「緩和ケア講座・緩和ケアセンター市民公開講座」
　  2016年11月23日（水・祝）13：00～16：00

● 講演会(岩手医科大学)　腫瘍センター講演会「がんのゲノム医療実現に向けて」
　  講師：東京大学大学院　新領域創成科学研究科　メディカル情報生命専攻　クリニカルシークエンス分野　松田 浩一 教授
　  2016年11月29日（火）18：00～19：00  I CT接続により連携大学に配信

● がんプロ肺癌国際シンポジウム(岩手医科大学)「今後の国際共同試験のあり方について」
　  講師：東北大学医学部　産婦人科学教室　島田 宗昭 准教授　他　2016年11月30日（木）15：00～18：00  I CT接続により連携大学に配信

● 研究を楽しむためのセミナー2016 (順天堂大学)
　「Updated Fluid-Mosaic Membrane Model and the Use of Membrane Lipid Replacement for Chronic Illnesses and Cancer」
　  講師：Garth L. Nicolson, Ph.D. Founder, President, Chief Scientific Officer and Emeritus Professor of Molecular Pathology The Institute for Molecular Medicine
   　2016年12月12日（月）11：00～12：00  I CT接続により連携大学に配信

● 講演会(岩手医科大学)「若年乳がん患者における妊孕性の温存」
　  講師：順天堂大学医学部附属浦安病院産婦人科　菊地 盤 准教授　他　2016年12月15日（木）18：00～19：00  I CT接続により連携大学に配信

　市民公開講演会（対馬市交流センターに於いて）で、講演『医療の協働体 ～Medical Villageの時代に向けて ～』
の機会が与えられた。筆者にとって、対馬は、初めての訪問であった。将来構想で、話が盛り上がった。第３回リンチ
症候群研究会『シンポジウム～故 Knudson博士追悼シンポジウム～』 （順天堂大学に於いて）が開催された。大いに勉
強になった。まさに『純度の高い専門性』の学びであった。『小さなことに、大きな愛をこめて』の日々の鍛錬である。

下記のとおり大盛況のうちに終了いたしました。ありがとうございました。

編集長・広報委員長 樋野 興夫

詳細はHPに随時掲載します
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「ICTと人で繋ぐがん医療維新プラン
　　　　  　　　　　　 5年間のまとめ」
「ICTと人で繋ぐがん医療維新プラン
　　　　　  　　　　　 5年間のまとめ」
「ICTと人で繋ぐがん医療維新プラン
　　　　　　　　　　　5年間のまとめ」

順天堂大学 
先導的がん医療開発研究センター
Leading center for the development and research of cancer medicine

ニュースレ
ター

事業推進代表者

順天堂大学　
学長　新井 一

「本プランをふり返って　～がん医療・研究への貢献～」
　がんは、日本における死因第1位の疾患であり、国民にとって重
大な問題となっています。平成18年に制定された「がん対策基本
法」において、がん医療に携わる専門的な医師や医療従事者の育成
が求められ、これを受けて文部科学省が「複数の大学が個性や特
色・得意分野を活かしながら相互に連携・補完して教育を活性化
し、がん専門医療人養成のための教育拠点を構築すること」を目的
として、「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」を平成24年
度から実施し、全国で15拠点が選定されました。本プランはその中
の一つであり、「ICTと人で繋ぐがん医療維新プラン」をプログラム
名に、順天堂大学、島根大学、鳥取大学、岩手医科大学、東京理科大
学、明治薬科大学、立教大学が連携して5年間にわたって活動して
きました。医学・薬学・理学・工学連携による多学的な研究の促進
は、現場へのがん研究の成果の迅速かつ効率的な導入に繋がり、研
究成果を速やかに地域がん医療に還元することを可能にしました。
また、地域と首都圏の間で様々な交流を行い、がんの診療現場のニ
ーズを共有することで、シーズが生まれ、がん診療を実践する専門
医療職が先導的がん医療の開発現場に関わることで、臨床試験、創
薬、バイオマーカー検索に携わることが可能となり、新薬の開発が
加速する等、我が国のがん医療の均てん化と底上げに貢献できたと
思います。
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Arai Hajime
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事業推進責任者

順天堂大学　医学部長
大学院医学研究科長　代田 浩之

　これまで、がん医療人は各々の専門性は高いものの、工学、理学、
薬学との連携あるいは基礎と臨床の交流は盛んとは言えず、専門性
の高い技術が医療の現場に効率良く還元されていない可能性があり
ました。また、地域においては既に地域内診療ネットワークや研究基
盤が整備され、運用されているところがあるものの、首都圏の基礎・
臨床研究拠点である先導的がん医療開発拠点とのネットワーク整備は
不十分でありました。そこで本プランでは、本学及び連携医科系大
学と非医科系大学をICTと循環型人材交流で結び、地域から世界ま
で、さらに基礎から臨床まで俯瞰するがん研究者・医療人の養成を
目的として活動してきました。順天堂大学に先導的がん医療開発研
究センターを新設し、順天堂大学、島根大学、岩手医科大学に各々
がんに特化した講座を新設しました。これらを拠点として連携大学
及び最先端の研究を行っている国内外の研究施設と協力し、世界に
発信する研究者ならびに研究指導者の養成を目指しました。地域と
首都圏をICTと人材交流で結び、首都圏の臨床・研究拠点を核とし
て研究力、教育力を備えたがん医療者の養成とがん医療の均てん化
を同時に実践した本プログラムは、まさに「がん医療維新プラン」で
あったと思います。

統括コーディネーター

順天堂大学　大学院医学研究科　呼吸器内科学
教授　髙橋 和久

　本プランでは、順天堂大学、岩手医科大学、島根大学、鳥取大学、東京
理科大学、明治薬科大学、および立教大学が連携して、地域から世界ま
で、さらに基礎から臨床まで俯瞰するがん研究者・医療人の養成を目的
として活動してきました。その中心は本学に整備した先導的がん医療開
発研究センターであり、医・理・薬学部との連携強化と実質化を図り、山
陰と東北の地域内診療ネットワークと首都圏のがん医療開発拠点との新
たな連携を推進してまいりました。地域、首都圏だけでなく海外（タイ）
をICTで結び、さらに循環型人材交流を行いました。年に各1回、FD研
修会と臨床研究合宿を行い本事業の進捗状況を確認しつつ、多職種に
よるチーム医療研修、共同研究が実施できる人材養成も行ってきまし
た。その結果、高いコミュニケーション能力を持ち自ら行動できる医師、
メディカルスタッフが数多く育ちそれぞれの職場に戻っていきました。
本拠点はがんプロの15拠点の中でも最も広域であり、当初事業の目標
到達が危惧されましたが、センターを中心に、各大学をICTと人の循環
で繋いだ結果、予想以上の成果を得ることができました。うれしい限り
です。本事業にご参加いただいたすべての方に感謝申し上げるととも
に巣立っていった真の「がんプロフェッショナル」が臨床、研究の現場で
活躍してくれることを願っています。みなさん、またお会いしましょう！

J u n t e n d o  U n i v e r s i t y  

J u n t e n d o  U n i v e r s i t y  

Takahashi Kazuhisa

Daida Hiroyuki
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コーディネーター

島根大学　医学部内科学講座　呼吸器・臨床腫瘍学
教授　礒部 威

　島根大学では、鳥取大学と連携し山陰地区において「地域貢献」を2
期がんプロのミッションとし、がんに関する専門的医療人の生涯教育
と、患者ならびに地域住民への啓発事業を進めてきた。医療人育成で
は、大学院「地域がん専門医育成コース」、インテンシブコース「山陰
がん認定医療スッタフ育成コース」を設定し5年間に大学院6名、イン
テンシブコース60名を養成した。ICTを用い、山陰両県にまたがる
41施設の連携事業として、テレビカンファレンスによる教育セミナー
を毎年開催し、生涯教育の実践に努めてきた。がん治療認定医、がん
薬物療法専門医、がん薬物認定薬剤師資格取得し、地域の病院診療に
貢献する者も出てきた。今後も地域で活躍できる人材のサポートをし
ていく。また、連携大学事業「臨床研究研修会（合宿）」にて作成した
プロトコールをきっかけに共同研究を企画し、東京理科大学・順天堂
大学と連携して解析を進め、論文投稿に至っている。また、「がん教
育」への取り組みとして、小学生の病院見学の受入と小学校教員との
連携を開始した。また、がん患者、家族の支援するために、「神在の国
メディカルカフェ」「患者さんと家族のためのセミナー」を開催する
ことで、双方向的なコミュニケーションが実現している。

コーディネーター

鳥取大学　医学部附属病院　がんセンター　センター長
教授　 谷 俊一

　本学では、平成24年度より『がん化学療法看護認定看護師教育課
程』を開講し、平成24年度受講生7名全員、平成25年度受講生9名
中8名が認定試験に合格した。平成26年度から『乳がん看護認定看
護師課程』を開講し、平成26年度受講生4名中3名、平成27年度受
講生3名中2名が認定試験に合格した。平成28年度は『がん化学療
法看護』課程を再開し、6名が受講中である。平成27年度からは『が
ん看護専門看護師養成課程』を開講し、平成27年度1名、平成28年
度1名が入学した。また、島根大学と『山陰がん認定医療スタッフイ
ンテンシブコース』を開講し、近隣のがん拠点病院とICTで繋ぐ毎
月の「がんセミナー」、年1回の「夏季セミナー」、定期的な海外研修
などを行い、連携大学とのICTカンファレンスを活用して専門的が
ん医療人を育成した。在宅医療を促進する「中海緩和ケア研究会」、
がん拠点病院の「院内がん登録研修会」などで地域のがん医療環境
を整備し、「鳥取県がんフォーラム」「がんセンター市民公開講座」
など数十人から数百人規模の講演会を繰り返し開催して住民にがん
情報の普及啓発をはかり、あわせて連携大学との人材交流を促進し
た。

S h i m a n e  U n i v e r s i t y

T o t t o r i  U n i v e r s i t y

Tsujitani Shunichi

Isobe Takeshi
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コーディネーター

岩手医科大学　医学部病理診断学講座
教授　菅井 有

　第2期がんプロの補助事業としてこれまで、1）本学単独事業、2）連携大学共同
事業、3）がん診療連携拠点病院・腫瘍センターとの連携事業、の3つの分野につい
て取り組んできました。本学単独事業としては、大学院修士及び博士課程に「緩
和ケア医療学」を設置したのに加え、「先導的がん臨床研究に精通した医療人養
成コース」も設置しました。「緩和医療学科」、「放射線腫瘍学科」についても本
学大学院に研究科目を設置し、これらの領域における研究、教育、人材育成に貢
献しました。さらに多くの各種講演会・国際シンポジウム、臨床研究セミナー等
が開催されました。これらの講演会はICTによって連携大学に中継され、熱心に
討論ができ連携大学の絆も深まったものと思います。連携大学共同事業はICT
により連携校に配信され、最新のがん診療の知識を得ることができました。また
短期ではありましたが、国外の施設（MDアンダーソンがんセンター）への視察も
でき、連携大学に多くの知見を与えていただきました。またe-learningはICTを
通じた未来型の学習環境に最適なもので、今後のプラットホームの完成が期待さ
れるところです。一方TVカンファランスによる連携大学間の共同カンファランス
は実務の上でも得るものが多かったことから、今後の発展が望まれます。がん
診療連携拠点病院・腫瘍センターとの連携事業においてはキッズキャンサーセミ
ナー・高校生キャンサーセミナーを実施できました。子供たちや学生たちにがん
についての知識を提示できたことは本県のがん教育においても極めて有用で
す。さらに「緩和ケアテレカンファランス」・「合同キャンサーボード」・「がん登録研
修会」もがんプロ共催で行うことができたことも本県のがん医療にとって大いに
貢献できたものと思われます。本学において第2期がんプロは多くの知見、有意
義な経験を残してくれました。加えて岩手県のがん診療においても将来に多く
の遺産を残してくれました。これまでご支援をいただいた主幹校の順天堂大学
をはじめとして連携大学の皆様にこの場を借りて厚く御礼を申し上げます。

コーディネーター

東京理科大学　薬学部　生命創薬科学科
教授　深井 文雄

　7大学連携の表記の取組みにおいて、本学はがん創薬研究者養成
を目的とした活動を行ってきた。大学院修士課程の学生を対象に設
定した「がんシステム・創薬研究者養成コース」においては、 ①制が
ん剤の作用機序を細胞内シグナル伝達系の集積による「システム的
統合」として捉え、②がん分子標的薬開発を標的タンパク質の立体
構造情報に基づいて理論的に創薬する「in silico創薬」を理解でき
る人材の養成のための教育・研究活動が行われた。本コースには5年
間で45名の学生が参加し、修士課程での研究活動と併せて、国際学
会を含めて91件の学会発表が行われると共に、欧文学術雑誌に8報
の論文が発表される等の大きな成果に繋がった。
　また、がん関連の講演会や連携大学ICT特別講義などを積極的に
企画・担当したが、それらに加えて「臨床研究チーム合宿」への積極
的な参加は特筆すべきで、本学からは計63名もの学生が多施設・多
職種チームによる研究プロトコル作成を体感した。本合宿で採択さ
れたプロトコルが土台となって、島根大学、順天堂大学との共同研
究がスタートし、複数の学会で共同発表するまでの成果が挙げられ
たことも大きな意義であったといえる。

I w a t e  M e d i c a l  U n i v e r s i t y

 T o k y o  U n i v e r s i t y  o f  S c i e n c e

Fukai Fumio

Sugai Tamotsu
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コーディネーター

明治薬科大学　副学長／薬物治療学
教授　越前 宏俊

　本学は順天堂大学医学部のリーダーシップの元に文部科学省の「ガ
ンプロフェッショナル養成基盤助成事業」に通算2期10年間に渡って
参加した。この10年は薬学教育が6年制に移行し、薬剤師教育が医
療指向性の高いものに変貌する時期と重なり、がんプロ事業への参
加は大学内の医療薬学教育、とりわけ「がん医療」に関わる薬剤師
の役割を学内に周知し、教員と大学院生を巻き込んだ教育変革を起
こす大きな原動力となった。第2期の5年間を振り返って、最も印象
に残るのは恒例の多職種合同FD研修会を通じた人的交流である。
東北、山陰、東京と3拠点を巡りながら、地方と都市におけるがん医
療の異なる問題を知り、解決に向けた真剣な討議にチューターとし
て参加できたことは、教員としての自己研鑽の意味でも大きな意義
があったと考えている。また、順天堂チームの特徴であるICTを利
用した遠隔講義は本学の大学院生と教員に大変好評であり多くの
参加者を動員できた。ささやかながら、本学からもICT講義を毎年
発信出来たことはコーディネーターとして幸いであった。第3期は
異なるテーマで船出されると思うが、順天堂チームの医療維新がこ
れまで以上に推進されて行く事を祈念して止まない。

コーディネーター

立教大学　理学研究科物理学専攻
特任准教授　洞口 拓磨

　立教大学では、がんプロフェショナル養成基盤推進プラン「ICTと
人で繋ぐがん医療維新プラン」のもと、放射線の本質を理解し最先端
の放射線計測技術の成果を臨床現場のニーズに合わせて活用できる
能力を有する医学物理研究者及び医学物理士の養成を目的として、理
学研究科博士後期課程の学生を対象に「医学物理研究コース」を設置
しました。現在は、上記入学者のうち2名が無事コースを修了し、そ
れぞれ医学物理研究者及び医療機関での医学物理士として活躍して
います。また、本コースの設置を通じて、本拠点におけるICTの活用
とFace to Faceの循環型交流の特徴を活かしながら、複数の共同研究
プロジェクトを立ち上げることが出来ました。更に、本コースの発展的
継続として「医学物理学副専攻」を本学理学研究科に設置し、がんプロ終
了後も引き続き医学物理教育を推進していくことが決定しています。本
学は、非医科系大学であり理工系学部としての立場ではありましたが、
本拠点の特徴である地理的にも分野的にも広域に渡る連携を通して非
常に貴重な経験をさせて頂きました。本プロジェクトを遂行するにあ
たり、順天堂大学をはじめとする連携校の皆様方には様々なご助力、
ご指導を頂きましたことをこの場を借りて心より御礼申し上げます。

M e i j i  P h a r m a c e u t i c a l  U n i v e r s i t y

R i k k y o  U n i v e r s i t y

Horaguchi Takuma

Echizen Hirotoshi 
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情報
コーナー

編　集　順天堂大学大学院がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン　広報委員会
発　行　順天堂大学大学院がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン
http://ganpro-ict-plan.jp/index.html

順天堂大学先導的がん医療開発研究センター
順天堂大学がん生涯教育センター
〒113-8421 東京都文京区本郷2-1-1

編集後記

報 告報 告報 告

● がんセミナー (鳥取大学)
　  「経口ＦＸの阻害剤　リクシアナ錠のＶＴＥ領域における有効性について」
　  講師：鳥取大学医学部附属病院　第二内科　武田 洋平　先生　他
　  2017年1月5日（木）18：15～20：00

● 研究を楽しむためのセミナー2016 (順天堂大学)
　  「Understanding human disease pathogenesis using genomics approaches」
　  講師：Murim Choi, Ph.D. Assistant Professor, Seoul National University
　  2017年1月20日（金）18：30～20：00
　  I C T接続により連携大学に配信

● 腫瘍センター講演会 (岩手医科大学)
　  「がん薬物療法の曝露対策の現状と課題」
　  講師：岩手医科大学　薬学部研修・教育部門主任薬剤師　佐藤 淳也　先生　他
　  2017年1月30日（月）18：00～19：45
　  I C T接続により連携大学に配信

● トランスレーショナルリサーチセミナー (島根大学)
　  講師：島根大学医学部内科学講座　呼吸器・臨床腫瘍学　礒部 威　教授　他
　  2017年1月30日（月）17：30～21：00

下記のとおり大盛況のうちに終了いたしました。ありがとうございました。

編集長・広報委員長 樋野 興夫

　『文部科学省 がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン 平成28年度全国がんプロ教育合同フォーラム』（東
京大学山上会館に於いて）に出席した。日々勉強である。まさに「がん医療の新たな課題に対応」出来る「がん専
門医療人材の育成」である。大政奉還150周年記念に相応しい「医療維新」となろう。
　長野県東御市 健康保健課主催の『がん哲学外来カフェ ～樋野興夫教授による参加者との対話～』･『がん哲学外
来シンポジウム：がん哲学外来へようこそ～ことばの処方箋～』に招待された。健康保健課長の司会のもと 東御
市民病院外科部長･北御牧中学校長･東御市長 とのパネルディスカッションは、大変有意義な一時であった（信濃
毎日新聞 2017年1月27日付け）。東御市教育委員会編『学校現場から生まれた副読本：日本初！まんがで知る「が
ん哲学」教育；「がん」の話～知る･出会う･向き合う～』が、今春に、発行されるとのことである。筆者は『監修』
の役目を頂いている。時代の大きな流れを感ずる。
　前橋市教育委員会 生涯学習課 中央公民館での講演会『がん哲学外来について』に招かれた。会場は、400人以

上の参加があり、満員であった。『上毛カルタ』について
語った。『「こ」＝心の燈台 内村鑑三』、｢「へ」=平和の使
徒 新島襄｣』は、筆者の若き日から、暗記し親しんだもの
である。群馬の誇りであろう。
　第2次がんプロ（5年間）は、今回で終了である。第1次、
第2次と10年続いた。第3次がんプロの継続も決定され
た。まさに、『沈黙の春』の最終章17章「べつの道」第1行
「私たちは、いまや分かれ道にいる」である。新規の公募･
採択に向けて、階段を登り、version upを図り、身長が伸
びたと思えるものを、「速効性と英断」で「賢明な寛容」を
持って、「時代の事前の舵取り」となるものを企画･展開し
たいものである。学是である「不断前進」の覚悟である。
『見あげれば、必ずどこかに青空』があろう。
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文部科学省 平成 24年度
「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」選定事業

平成28年度活動報告書

発行：順天堂大学先導的がん医療開発研究センター
順天堂大学がん生涯教育センター
東京都文京区本郷 2-1-1 

許可なく転載・複製を禁じます。
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